
■プログラム 

 １ 開 会 

 ２ 新潟市長あいさつ 

 ３ 講演「新潟の戦争の記憶をたどる」 （約２０分） 

４ 講演「被爆体験伝承講話」 （約４５分） 

—―――――――――――――― 休憩 —―――――――――――――― 

５ プレゼンテーション「高校生平和大使活動紹介」（約１５分） 

６ 感想・質問コーナー 

７ 発表「自分が平和のために、今、できること」 

８ 閉 会 

※進行により、時間が前後する場合がございます。 

 
 
  戦後８０年・新潟市非核平和都市宣言２０周年事業 

■日時 令和７年８月２４日（日）１３：００～１６：００ 

■会場 クロスパルにいがた 映像ホール 

■主催 新潟市 

■協力 国立広島原爆死没者追悼平和祈念館 

高校生平和大使派遣新潟委員会 

新潟平和の波行動実行委員会 



  

■講演「被爆体験伝承講話」 

被爆体験伝承者 大澤 志織 さん 

１９９１年、愛知県生まれ、東京都在住。 

2021 年に広島市の被爆体験伝承者養成研修に参加し、 

2023 年より被爆体験伝承者として活動を開始。 

高校時代に平和記念資料館で参加した被爆体験講話にて、 

教科書の「広島・長崎に原子爆弾が投下された。」という一行が 

名前を持った顔の見える個人の経験として語られることで、 

具体的で身近な、忘れられない出来事として感じられ、核問題に興味を持つように。 

これからは、自分が「きっかけ」を作る側に立ちたいと思い、活動を続けている。 

【講師紹介】 

■プレゼンテーション「高校生平和大使活動紹介」 

第２６代高校生平和大使 手代木 幸 さん 

２００６年、福島県いわき市出身。現在、大学 1 年生。 

東京学館新潟高等学校 2 年生の時に、 

第２６代高校生平和大使として活動を開始。 

スイス・ジュネーブの国連欧州本部を訪問したほか、 

核兵器廃絶と世界平和の実現を目指し、 

現在まで、新潟県内外で署名活動に取り組んでいる。 

■講演「新潟の戦争の記憶をたどる」 

新潟市文書館 小松 真人 学芸員 

 

■発表「自分が平和のために、今、できること」 

令和７年度「広島平和記念式典等派遣事業」参加中学生 

・ 新潟明訓中学校 ３年 賀田 琥祐 さん 

・ 東石山中学校   ３年 黒澤 幸姫 さん 



 
  

■グラフィックレコーディングについて 

  本イベントは、Niigata Graphic LanD さんによる 

グラフィックレコーディングを行います。 

💡グラフィックレコーディングとは・・・ 

講演内容などを、絵や図形などを用いてリアルタイムに記録する技法です。 

今回作成したものは、閉会後に、ステージ、また新潟市ホームページにて掲載予定です。 

「Niigata Graphic LanD」 

ホームページ 

【関連事業】 

■会期 令和７年８月１日（金）～３１日（日） 

■会場 クロスパルにいがた１階 エントランス 

■内容 

 １ １６の問い展 

核兵器について、１６の問いを通して考える内容です。 

２ 新潟市内での戦争体験談 

３ 新潟市広島平和記念式典等派遣中学生の作文集（令和５年度、令和６年度） 

★パネル展では、平和に関する簡単なアンケートも実施しています。 

アンケート結果は、本イベントの「６ 感想・質問コーナー」でも取り上げる予定です。 

休憩時間などに、ぜひパネル展もご覧ください。 

日本非核宣言自治体協議会提供 

＜アンケート内容＞ 

①今の世界は平和だと思いますか？平和の度合いに点数を付けるとすると、何点だと思いますか？ 

②自分が生きている間に、世界が完全に平和になると思いますか？ 

③平和について、周りの人と話すことはありますか？ 



 
 ～ＭＥＭＯ～ 


